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～認知症になっても安心して暮らせるように～
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『やっちろ認知症応援マップ 見守ってはいよ』について

　「認知症になっても住み慣れた地域でいつまでも暮らしたい」

そのためには地域全体で認知症の人とその家族を支える地域づくりが必要です。

　この冊子は認知症の基礎知識と、認知症高齢者等の見守り等に協力していただける

店舗・事業所等（認知症応援ネットワーク協力機関）をまとめたものです。

　これらのネットワーク協力機関は各校区で偏らないように配慮して協力をお願いし

ており、原則「認知症サポーター養成講座」を受講していただいております。
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はじめに

　近年、高齢化の急速な進展に伴い、本市の総人口に占める 65 歳以上の高齢者

の割合は 28. ０％であり、国及び県の平均を上回っています。また、一方では、

認知症の症状がみられる高齢者も急増しており、その数は全国で 200万人を超え、

15年後には 320万人を超えると予測されています。

　このため、国においては平成 17 年度を「認知症を知り地域をつくる 10 ヵ年」

構想のスタートの年と位置づけ、多くの人々に認知症が正しく理解され、また認

知症の人が安心して暮らせるまちがつくられていくよう、様々なキャンペーンや

取り組みを積極的に推進しているところです。

　この取り組みのひとつとして、平成 19 年度には認知症高齢者とその家族に対

する支援体制を構築するため「認知症地域支援体制構築等推進事業」が創設され

ました。

　本市におきましても、認知症の人とその家族を支え、認知症になっても住み慣

れた地域で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、平成 21 年度からの 2

カ年間、「認知症地域支援体制構築等推進事業（モデル事業）」に取り組んでまい

りました。

　今回、この事業のひとつとして、身近な地域の中で、認知症高齢者等の見守り

等を行うネットワーク協力機関となる店舗・事業所等を掲載した『やっちろ認知

症応援マップ　見守ってはいよ』を作成いたしました。

　この冊子を通して、認知症が正しく理解され、また、地域に認知症高齢者等の

見守り等を行う協力機関があることを知っていただくとともに、さらに、このネッ

トワークの輪が広がって、認知症になっても安心して暮らせるまちへとつながっ

ていくことを願っております。

　最後に、冊子の発行にあたり、ネットワーク協力機関をはじめ、八代市地域包

括支援センター、熊本県地域拠点型認知症疾患医療センター、モデル事業コーディ

ネーター等の皆様方には格別のご協力をいただきましたことを心から感謝申し上

げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23年２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八代市長　福島　和敏
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